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注釈日本国憲法⑵

本誌の読者の方には，注釈書というと，法曹や研究者といった専門的な職種の方を読者対象
とした書籍というイメージをお持ちの方も多いでしょうし，あるいは，注釈書そのものに馴
染みがない方もいることと思います。ですが，本書は，大学や大学院などで憲法を学ぶ際に

も活用してほしいと考えています。
　例えば，条文に即して判例や学説を解説するという注釈書のスタイルは，体系書や教科書とはまた
違った視点を読者に与えてくれることでしょう。
　また，これまでの判例や学説への適切な道案内というのも注釈書の大事な役割のひとつですから，手
元に本書を置いておき，憲法に関して何か調べたいときには，本書を出発点として，過去の判例や文献
を遡って調べるというのが効率的だと思われます。言ってみれば，注釈書は，これまでの学問全体に対
する索引の役割を果たすわけです。
　さらに，学界を代表する先生方がこれまでのご研究の成果を惜しみなく注いで執筆されていますか
ら，最先端の議論に触れることもできます。鮮烈な言い回しもあったりして，担当編集者の私が読んで
いて，「ここは，百年後も引用されるだろうな」と思うこともしばしばありました。
　ぜひ，本書をコンパス代わりとして，憲法学という叡智の海へと漕ぎ出してください。（山下）
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